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＜考察＞

GIGA環境を活用することで、児童の思考
を可視化しやすくなり、適切な支援ができるこ
とを目指して実践した。
６年社会科の実践では、単元すべての時間
を見通せるような振り返りシートを作成した。
児童自身が学びを振り返ることができるよう

に、児童毎の個別のスプレッドシートに蓄積し
ていくことができるようにした。
また、このスプレッドシートをクラス全員に共

有し、友達の考えを参照することもできるよう
にした。
さらに、児童の振り返りを Google スプレッ
ドシート を通して担任がチェックすることができ、
授業後の評価にも役に立った。
評価方法については、評価のタイミングを

「授業前」「授業中」「授業後」の３箇所に分
けて、右の図が示すような方法で行った。
児童の思考を可視化したものに対して、児

童の学習を見取りながら、指導者が適切な支
援を行うことには当初は試行錯誤しながらの
実践であったが、評価方法について、時期と
観点を明確にしたことで、指導者も安心して児
童の学習を見取り、評価することができるよう
になってきた。

時期 評価方法 見取り・評価の観点

授業前
・学習スライド（Googleスライド）
・振り返りシート（Googleスプレッドシート）
・本時のめあて（Google Chat）

・前時までの学びの確認
・本時の学びの想定
・他の児童とのつながり

授業中

・学習スライド（Googleスライド）
・ノート
・話合いの様子
・机間指導

・めあてとのつながり
・調べている内容
・チェックリスト
・考えをまとめている内容
・友達と学び合っている様子

授業後
・学習スライド（Googleスライド）
・振り返りシート（Googleスプレッドシート）

・視点に沿った振り返り
・形成的評価
・総括的評価




